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間を破った荒木が相手の中継ミスを見逃さず一気に三塁をまわって生還

した。投げては近藤－田崎のリレーで完封した。

　吾妻町体協は攻撃に工夫が無く、再三の好機も打者がゆるい変化球を

犠盗失

大振りしてつぶしてしまった。
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親 和 銀 行  102 000 0 3 3 303

球

160
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 １時間46分

大 村 市 役 所  000 200 0 2 【二】森山1

 000 000 0 0 3 1 0

【評】親和銀行が江口の粘りの投球で大村市役所を３－２で振り切った。

　親銀は初回に丸本の左前適時打で１点を先制すると、三回には北田、

森山、沖田が安打を重ねて３－０とした。

　対する大村は四回に鈴田の左前安打などで得た二死満塁に岩永の中前

犠

森 山 ク ラ ブ

【準々決勝】(かきどまり第２試合)　

⑤
岸 川⑨
橋 村97 2 0

25

⑧
馬 場9
土 橋

0 0  020 130 X

1 0

2 0 0
0

4 0
2 1 0

1 1

0 0 0

三 尾

⑨

点【富　江】

樽 角

打 安
2石 山 雄 0

川 口

⑧ 0
1⑤

⑥ 3
3

⑦

2

2
2

0
1 1
01② 川 末

尾 崎③

1 5 0 12

00 1 5  １時間31分

04

【評】富江クラブが攻守にまとまりを見せ、６－０で森山クラブに

快勝した。
3 松 田

　富江は二回に川末、浦、福山が単打を重ね２点を先制。四回には
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打 安 点 【準決勝】(かきどまり:第３試合)　振球犠盗失残併 打 安 点

⑨ 3 1 1 2 7 1 6 0 10 0  １時間56分 ⑧ 2 0 0

⑥ 4 1 0 6 2 0 0 3 5 1 ⑤ 3 0 0

⑧ 4 1 3 【三】下峰､丸本　【二】浦､真鳥 ⑥ 3 1 0

⑤ 2 2 0 【評】親和銀行が機動力を発揮する効率のいい攻めで富江クラブに快勝。 ② 3 1 0

② 4 0 0 守っては好投手の下峰、山口のリレーで富江打線を完封した。 ③ 2 0 0

④ 3 2 0 　親銀は四回、沖田と原田の安打で得た一死一三塁に田口の投手ゴロで 3 1 0 0

③ 4 1 1 １点を先制。五回には左翼三塁打の下峰がワイルドピッチで生還し２－ ⑨ 3 1 0

⑦ 1 0 0 ０とした。六回には丸本の３点左中間三塁打とエラーに乗じるなどして ④ 2 0 0

H7 2 0 0 大量４点。七回は単打に盗塁、犠打を絡めて２得点しダメを押した。 ⑦ 1 0 0

① 3 1 1 　富江は投手の松崎が連投の疲れからか制球を乱したのが悔やまれ、 H 1 1 0

1 1 0 1 攻撃もリズムをつかみきれなかった。 R7 1 0 0

31 9 7 ① 2 0 0

24 4 0

打 安 点 【準決勝】(ビッグＮ:第３試合)　 振球犠盗失残併 打 安 点

④ 4 2 0 2 6 2 6 1 8 0  １時間54分 ⑥ 3 0 0

⑧ 2 0 0 8 0 0 1 3 6 2 【二】吉永 ④ 3 1 0

③ 4 0 1 (延長８回は無死満塁制) ⑧ 3 1 0

⑦67 3 0 2 【評】ソニー長崎が勝ちはしたが何ともモタモタした攻撃ぶりだった。 ③ 3 0 0

⑤ 2 0 0 五回まで毎回先頭走者を出し､うち無死二三塁､無死一二塁がそれぞれ ①5 3 1 0

⑨ 1 0 0 二度。打球が正面をついたり、走塁ミスで併殺されたり、送りバント ② 3 0 0

② 3 0 0 失敗で点に結びつかない。安打らしい安打もなく、およそソニー長崎 ⑤ 1 0 0

① 3 0 0 らしくない攻撃ぶり。 1 1 0 0

⑥ 1 0 0 　０－０のまま特別延長の無死満塁制となった八回の打順が明暗を分 H 1 0 0

H7 1 0 0 けた。３番からのソニーは川原の一塁ゴロと増本の２点スクイズで３ ⑨ 2 0 0

R6 0 0 0 点をあげたが、７番からの西海クは代打攻勢も実らなかった。西海ク H 1 0 0

24 2 3 にとって惜しまれるのは二回無死で二塁打の吉永が投手暴投で三進し ⑦ 3 0 0

た好機を逸したことだ。 27 3 0
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【評】ソニー長崎が四回に大量６点を奪ってコールド勝ちに仕上げた。
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【準々決勝】(ビッグＮ:第２試合)　

　１イニング５失策では松浦市役所も勝ち目はない。

一回も２点スクイズを決めたソニーだったが四回は無死で戸嶋が左越え

二塁打。中継ミスで三進すると４連続バント攻撃。浮き足立った松浦市

役所内野陣はボールが手につかない。天野の中堅右を襲うライナーは右

0

荒木に代わった古沢から追加点を奪えなかった。
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【評】西海クラブがヒットエンドランを鮮やかに決めて勝利をモノに

した。１点を追う西海クは四回無死一二塁の好機に吉永が送りバント

を失敗すると走者を走らせ、吉永が右中間に弾き返して同点。さらに

金崎の二ゴロで三走がかえって逆転した。六回にダメ押し点も一死一

二塁の同じような場面で萩野が中前に適時打した。

　鹿町バンビーズは二回に前田拓、吉浦の長短打で１点を先取したが
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【準々決勝】(ビッグＮ:第１試合)　
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打 安 点

④ 4 0 0  ☆最高殊勲選手賞

⑧ 3 0 0  北田　勝次

③ 3 0 0  ☆最優秀投手賞

①7 3 0 0 【決勝戦】11/９　ビッグＮ　 振球犠盗失残併  山口　淳一

⑤ 3 0 0 3 1 0 1 0 1 0  ☆打　撃　賞

⑨ 3 1 0 4 7 1 7 0 7 1  平湯　隆之

② 2 0 0 【二】丸本 １時間50分  ☆敢　闘　賞

H2 1 0 0 【評】親和銀行が鮮やかな集中打で五回に５点を挙  本田智佳志

⑦ 1 0 0  げ２連覇を達成した。親銀はソニー長崎の先発増本

1 1 0 0 の荒れ気味の投球に的が絞れず、一､二､三回と得点

H 1 0 0 圏に走者を進めるものの、あと１本が出なかった。

⑥ 2 0 0 　しかし五回に先頭の田口が死球で出て二盗。一死

27 1 0 後に山口も四球の一三塁で北田が中前に先制打して

打 安 点 １点(写真)。二死後にも丸本の二塁打、沖田の右前

⑨ 3 1 1 打、前川の左前打と３連打が飛び出し、結局この回

⑥ 3 0 0 は打者９人を送る猛攻で大量５点を挙げた。

⑧ 2 1 1 　親銀の山口は球威、制球とも抜群。安打は五回に

⑤ 4 1 2 平湯から右前打されただけで、三塁を踏ませぬ好投

② 4 1 1 でチームに勝利を引き寄せた。

④ 3 0 0

③ 3 0 0 ５回ウラ１死一三塁で、親和銀行の　

⑦ 3 0 0 北田が中前に先制のタイムリー打　　

① 3 1 0
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